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は
じ
め
に

国
際
社
会
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ば
、
テ
ロ
の
世
界
的
な
拡
散

と
深
刻
化
で
あ
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
。
二
〇
一
七
年
五
月
、
先
進

国
首
脳
会
議
は
、「
テ
ロ
及
び
暴
力
的
過
激
主
義
と
の
闘
い
に
対
す
る
Ｇ
七

タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
声
明
」
を
発
し
た
。
同
声
明
は
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」
を
最
優

先
課
題
と
位
置
付
け
、
国
際
的
な
連
携
に
よ
る
治
安
対
策
の
強
化
を
打
ち
出

し
て
い
る（

（
（

。

二
〇
〇
一
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
来
長
く
続
く
「
テ
ロ
と
の
闘

い
」
は
、
当
事
者
で
あ
る
欧
米
諸
国
に
お
い
て
排
外
主
義
、
過
剰
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を
招
い
た
。
極
端
な
言
動
か
ら
当
選
不
可
能
と
思
わ
れ
た

ト
ラ
ン
プ
候
補
の
米
国
大
統
領
選
勝
利
等
、
従
来
と
は
異
な
る
次
元
の
変
質

が
欧
米
社
会
に
生
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
右
声
明
は
テ
ロ
と
の
闘
い
の
手
段
と
し
て
、「
文
化
の
特
有
の

役
割
を
確
信
」
す
る
と
と
も
に
、「
治
安
、
社
会
的
包
摂
及
び
開
発
を
結
合

し
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る（

（
（

。
従
来
、
安
全
保
障

政
策
や
治
安
政
策
で
、
さ
ほ
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
文
化
」
を
、

Ｇ
七
は
問
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

こ
で
「
文
化
の
特
有
の
役
割
」
が
意
味
す
る
も
の
は
何
か
が
、
問
題
と

な
る
。

タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
声
明
は
具
体
的
に
触
れ
て
い
な
い
が
、「
テ
ロ
」「
暴
力
」

と
い
う
言
葉
か
ら
欧
米
や
日
本
の
市
民
が
想
起
す
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と

い
う
宗
教
で
あ
ろ
う
。
欧
米
、
中
東
地
域
で
数
々
の
テ
ロ
事
件
を
惹
き
起
こ

し
た
過
激
組
織
の
背
景
に
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」
思
想
が
あ
る
と

言
わ
れ
る（

（
（

。

か
つ
て
西
洋
を
凌
駕
す
る
成
熟
し
た
文
明
を
誇
っ
て
き
た
中
東
イ
ス
ラ
ー

【
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集
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ム
世
界
は
、
近
代
以
降
、
軍
事
、
経
済
、
そ
し
て
科
学
の
各
分
野
に
お
い
て

圧
倒
的
優
位
に
立
つ
西
洋
の
圧
迫
に
さ
ら
さ
れ
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻

す
た
め
の
模
索
を
く
り
返
し
て
き
た
。
彼
ら
が
置
か
れ
て
い
る
閉
塞
状
況
を

打
開
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
西
洋
近
代
に
対
抗
し
つ
つ
、
西
洋
近
代
の

合
理
主
義
を
一
部
取
り
込
み
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
を
近
代
合
理
主
義
の
視
点

か
ら
捉
え
直
す
（
解
釈
す
る
）
思
想
的
営
為
が
、
一
九
世
紀
以
降
連
綿
と
試

み
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」
は
、
こ
の
イ
ス
ラ
ー

ム
近
代
化
の
系
譜
か
ら
生
ま
れ
た
鬼
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
も
エ
ジ
プ
ト
の
文
学
者
・
思
想
家
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
は
、

ス
ン
ナ
派
「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
近
代

化
潮
流
の
極
北
に
位
置
付
け
ら
れ
る（

（
（

。

一
言
で
「
原
理
主
義
」
と
い
っ
て
も
実
は
、
ジ
ハ
ー
ド
概
念
の
捉
え
方
等

イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
の
面
で
は
様
々
な
主
張
を
内
包
す

る
の
だ
が
、「
ク
ル
ア
ー
ン
に
立
ち
返
れ
」
と
説
く
ク
ト
ゥ
ブ
の
著
作
は
、

「
ジ
ハ
ー
ド
団
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
集
団
」「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
等
過
激
組
織

指
導
者
・
活
動
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
中
東
の
み
な
ら
ず
南
ア
ジ
ア
や

東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。

今
日
「
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
彼
の
思
想
の
核
心
を
表
す
な

ら
、
世
直
し
、
革
命
理
論
書
と
し
て
の
「
ク
ル
ア
ー
ン
」
再
解
釈
、
と
い
え

よ
う
。「
物
質
主
義
に
毒
さ
れ
た
現
代
世
界
か
ら
脱
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
本

義
に
立
ち
返
れ
。
そ
の
た
め
の
ジ
ハ
ー
ド
を
戦
い
抜
け
」
と
説
く
ク
ト
ゥ
ブ

主
義
は
、
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
時
代
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
黄
金
時
代
と
み
な
し
、

西
洋
近
代
が
産
ん
だ
政
教
分
離
、
国
民
主
権
原
則
を
否
定
し
、
暴
力
も
厭
わ

ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
政
教
一
体
の
「
神
の
主
権
」、
イ
ス
ラ
ー

ム
法
に
よ
る
統
治
樹
立
を
め
ざ
す
。

こ
の
よ
う
な
過
激
性
の
高
い
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
の
拡
散
に
抗
し
て
、「
民
主

主
義
・
男
女
同
権
・
人
権
尊
重
等
の
（
西
洋
で
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
）」

リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
両
立
し
う
る
」
と
論
じ
て
、
宗
教

を
過
激
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
利
用
す
る
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
教
義
解

釈
の
「
脱
過
激
化
」
を
試
み
る
思
想
潮
流
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
存
在
す

る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ル
ツ
マ
ン
は
こ
れ
ら
を「
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
」

と
呼
び
、
同
名
の
著
作
に
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
思
想
的
営
為
を
掬
い
あ
げ
、
鳥
瞰
す
る
試
み
を
行
っ
た（

（
（

。

ク
ル
ツ
マ
ン
が
リ
ベ
ラ
ル
か
否
か
の
判
定
基
準
と
し
て
用
い
て
い
た
の
は
、

「
神
権
政
治
の
否
定
」「
民
主
主
義
」「
女
性
の
権
利
」「
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

の
権
利
」」「
信
教
・
思
想
の
自
由
」「
進
歩
」
と
い
っ
た
項
目
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
過
激
主
義
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ

ブ
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
唯
一
無
二
の
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
を
い
か
に
引
用
し
自
ら

の
理
論
を
構
築
し
て
い
る
の
か
概
観
し
た
後
に
、
こ
れ
に
抗
し
て
「
リ
ベ
ラ

ル
な
価
値
観
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
共
存
」
を
説
く
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
は
ど
の
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よ
う
に
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
ん
で
い
る
の
か
、
両
者
を
対
置
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
今
日
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
直
面
し
て
い
る
聖
典
解
釈
を
め
ぐ
る
方

法
論
の
対
立
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
対
立
す
る
双
方
の
主
張
の
意
外
な
近

似
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

な
お
ク
ル
ツ
マ
ン
が
編
集
し
た
書
籍
『
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
の
論

考
の
多
く
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
・
法
学
発
祥
の
地
に
し
て
常
に
そ
の
本
流

で
あ
り
続
け
て
き
た
中
東
地
域
も
し
く
は
中
東
出
身
の
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人

の
著
作
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
あ
え
て
イ
ス
ラ
ー
ム
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
は
「
亜
流
」「
周
縁
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
若
手
・

中
堅
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
主
張
に
耳
を
傾
け
る
。

な
ぜ
な
ら
、
従
来
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
発
信
よ
り
も
受
信
に
長
け
て
自
ら

の
主
張
を
対
外
的
に
発
す
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス

ラ
ー
ム
知
識
人
が
近
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
発
展
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民

主
化
に
よ
っ
て
国
際
的
地
位
を
高
め
、
自
ら
に
自
信
を
持
ち
積
極
的
な
対
外

発
信
を
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
透
け
て
見
え
る
の
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
内
部
の
変
化
、
新
た
な

イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
の
あ
り
様
と
も
言
え
る
。

な
お
本
稿
で
の
ク
ル
ア
ー
ン
和
訳
は
、
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
発
行
『
日
亜

対
訳
・
注
釈　

聖
ク
ル
ア
ー
ン
（
七
版（

（
（

）』
日
本
語
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。

一　
「
神
の
主
権
」
論

ま
ず
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
の
著
作
中
、
彼
の
代
表
的
著
作
『
道
標
』
を

取
り
上
げ
る
。
一
九
六
四
年
エ
ジ
プ
ト
、
カ
イ
ロ
で
出
版
さ
れ
た
が
、
同
年

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
武
装
集
団
に
よ
る
非
合
法
的
国
家
転
覆
を
策
し
た
と
い

う
疑
い
で
ク
ト
ゥ
ブ
を
逮
捕
し
た
。
裁
判
は
出
来
レ
ー
ス
の
色
彩
が
濃
く
、

具
体
的
な
証
拠
が
あ
が
ら
な
い
ま
ま
、『
道
標
』
に
扇
動
の
意
図
が
あ
る
と

し
て
、
ク
ト
ゥ
ブ
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
。
ナ
セ
ル
大
統
領
ら
世
俗
政
治

権
力
は
、
ク
ト
ゥ
ブ
の
思
想
が
危
険
で
あ
る
が
ゆ
え
に
彼
を
抹
殺
し
た
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
当
局
の
意
に
反
し
て
、
死
後
ク
ト
ゥ
ブ
は
「
殉
教
者
」
と
し
て

崇
め
ら
れ
、『
道
標
』
は
行
動
主
義
に
よ
る
革
命
を
説
く
書
と
し
て
読
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
同
書
は
発
行
後
、
即
政
府
に
よ
っ
て
発
禁
処
分
と
な
り
、

書
店
や
図
書
館
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
は
軍
部
に
よ
っ
て
焼
却
処
分
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
言
論
弾
圧
を
免
れ
た
僅
か
な
現
物
が
写
本
さ
れ
て
海
外
に
も

ち
こ
ま
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
原
本
か
ら
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー

語
、
ト
ル
コ
語
、
マ
レ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
そ
し
て
日
本

語
に
翻
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
。
今
で
は
、
各
国
語
版
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
掲
示
さ
れ
閲
覧
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
『
道
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標
』
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
政
治
的
に
鋭
敏
な
感
覚
を
も
っ
た
青
年
層
に

と
っ
て
必
読
書
の
一
つ
と
な
っ
て
、
賛
否
両
論
あ
り
つ
つ
も
そ
の
影
響
力
は

今
日
も
衰
え
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
一
九
八
一
年
出
版
の
英
語
版（

（
（

及
び
二
〇
〇
八
年
出
版
の
日
本
語

版（
（
（

を
参
照
し
、
日
本
語
版
テ
キ
ス
ト
か
ら
引
用
す
る
。

『
道
標
』
に
て
示
さ
れ
た
革
命
理
論
と
し
て
の
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
の
核
心
は
、

民
主
主
義
で
あ
れ
、
共
産
主
義
で
あ
れ
、
民
族
主
義
で
あ
れ
、
人
が
人
を
支

配
す
る
社
会
体
制
を
認
め
ず
、「
天
と
地
の
主
権
は
す
べ
て
唯
一
の
主
、
ア
ッ

ラ
ー
に
属
す
（
中
略
）。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
人
間
の
主
権
の
概
念
に
基
づ
き
、

神
の
主
権
の
属
性
を
略
奪
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
体
系
と
も
対
決
す
る（

（（
（

」

と
い
う
「
神
の
主
権
」
論
で
あ
る
。

「
神
の
主
権
」
を
根
拠
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
既
存
の
政
治
権
力
を
否
定
し

打
倒
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
は
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
を
、

革
命
理
論
の
思
想
書
に
変
え
た
。
ク
ト
ゥ
ブ
に
よ
れ
ば
、「
神
の
主
権
」
の

根
拠
と
な
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
え
は
、
以
下
の
よ
う
な
章
句
で
あ
る
。

「
か
れ
こ
そ
は
天
に
お
け
る
神
、
ま
た
地
に
お
け
る
神（

（（
（

」（
四
三
章

八
四
節
）

「
大
権
は
ア
ッ
ラ
ー
に
だ
け
属
し
、
あ
な
た
が
た
は
か
れ
以
外
の
何

も
の
に
も
仕
え
て
は
な
ら
な
い
と
（
ア
ッ
ラ
ー
は
）
命
じ
て
い
る
。
こ

れ
こ
そ
正
し
い
教
え
で
あ
る（

（（
（

」（
一
二
章
四
〇
節
）

「
言
っ
て
や
る
が
い
い
。『
啓
典
の
民
よ
、
わ
た
し
た
ち
と
あ
な
た
が

た
と
の
間
の
共
通
の
こ
と
ば
（
の
下
）
に
来
な
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
は

ア
ッ
ラ
ー
に
だ
け
仕
え
、
何
も
の
を
も
か
れ
に
列
し
な
い
。
ま
た
わ
た

し
た
ち
は
ア
ッ
ラ
ー
を
差
し
置
い
て
、
外
の
も
の
を
主
と
し
て
崇
め
な

い
。』
そ
れ
で
も
し
、
か
れ
ら
が
背
き
去
る
な
ら
ば
、
言
っ
て
や
る
が

い
い
。『
わ
た
し
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
を
証
言
す
る（

（（
（

。』」（
三
章

六
四
節
）

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
現
れ
る
以
前
の
無
知
と
野
蛮
が
支
配
し
た
時
代
を
、

ク
ト
ゥ
ブ
は
「
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
」（
無
明
の
時
代
）
と
呼
ぶ
。
彼
は
、
人

が
人
を
支
配
す
る
西
洋
発
の
世
俗
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
階
級
闘
争
を
説
く
共

産
主
義
も
ま
た
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
と
み
な
し
、
こ
れ
を
打
倒
す
る
た
め
の
行

動
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」「
共
産
主
義
」
は
、
近
代
以
前
に
も
原
型
は
存
在
し

た
に
せ
よ
、
明
確
な
概
念
規
定
が
為
さ
れ
た
の
は
近
代
以
降
で
あ
っ
て
、
ク

ル
ア
ー
ン
が
書
か
れ
た
時
期
に
は
そ
う
し
た
言
葉
は
な
く
、
当
然
な
が
ら
聖

典
の
な
か
で
直
接
の
言
及
も
な
い
。
し
か
し
、
ク
ト
ゥ
ブ
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」「
階
級
闘
争
」
を
、「
人
類
の
敵
」
と
呼
び（

（（
（

、「
神
の
主
権
」
を
犯
す
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「
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
」
と
断
言
す
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
た
と
え
権
力
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
っ
て

も
「
神
の
主
権
」
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
世
俗
主
義
、
民
族
主
義
者

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
義
を
裏
切
る
背
教
者
で
あ
り
、
打
倒
す
べ
き
対
象
、

と
み
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
の
尺
度
か
ら
、
イ
ラ
ン
の

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
が
国
家
の
最
高
指
導
者
と
し
て
君
臨
す
る
体
制
に
つ
い

て
考
え
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
は
神
の
し
も
べ
で
あ
っ
て
も
、
神
そ
の

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
人
が
人
を
支
配
す
る
体
制
で
あ
っ
て
、
ク

ト
ゥ
ブ
が
求
め
る
「
神
の
主
権
」
体
制
と
は
な
ら
な
い（

（（
（

。

二　
「
聖
典
解
釈
は
必
要
な
い
」
と
い
う
ク
ト
ゥ
ブ
の
主
張

『
道
標
』
の
第
四
章
「
神
の
大
義
に
よ
る
ジ
ハ
ー
ド
」
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

過
激
組
織
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
物
議
を
か
も

し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

同
章
の
冒
頭
で
、
一
四
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
イ
ブ
ン
・
カ
イ
イ

ム
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
ヤ
の
段
階
的
ジ
ハ
ー
ド
論
を
、
ク
ト
ゥ
ブ
は
注
釈
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
は
相
手
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟

に
宣
教
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
平
和
的
関
係
に
あ
る
者
、
戦
争
状
態
に
あ

る
者
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
支
配
す
る
領
域
で
税
金
を
納
め
イ
ス
ラ
ー
ム
権

力
の
庇
護
下
に
あ
る
者
、
と
い
っ
た
具
合
に
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
三
つ
に

分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
を
変
え
た
、
と
い
う（

（（
（

。

ク
ト
ゥ
ブ
は
、
こ
の
よ
う
に
ジ
ハ
ー
ド
に
は
段
階
が
あ
る
こ
と
認
め
た
上

で
、
現
代
と
は
「
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
」
が
政
治
的
、
暴
力
的
権
力
に
よ
っ
て

政
治
、
経
済
、
社
会
、
思
想
、
信
仰
を
覆
い
尽
く
し
て
い
る
時
代
、
と
い
う

認
識
に
立
っ
て
、
こ
う
し
た
「
無
明
の
時
代
」
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
義
を
貫

く
た
め
に
は
政
治
、
軍
事
含
め
た
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て
ジ
ハ
ー
ド
を
戦

い
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
か
ら
、
ク
ト
ゥ
ブ
は
「
説
教
に
よ
っ
て
努
力
奮
闘
し
て
自
由
の

た
め
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
も
、
ジ
ハ
ー
ド
・
ビ
ッ
サ
イ
フ
（
剣
に
よ
る
聖

戦
）
も
同
じ
意
義
で
あ
る（

（（
（

」
と
語
り
、
暴
力
の
行
使
も
含
む
ジ
ハ
ー
ド
を
神

は
認
め
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

さ
ら
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
は
、
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
と
同
じ
手
段
、
資
源

を
活
用
し
て
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
に
対
決
す
る
。（
中
略
）
人
間
に
奉
仕
さ
せ

る
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
体
制
の
権
威
と
組
織
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
運
動
は
物
理
的
な
手
段
と
聖
戦
に
訴
え
る
。（
中
略
）
説
教
と
聖
戦

は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
に
お
い
て
、
同
等
に
重
要
な
の
で
あ
る（

（（
（

」
と
、
実
践

の
道
を
説
く
。

「
聖
戦
」（
ジ
ハ
ー
ド
）
を
防
衛
的
な
も
の
と
い
う
見
解
を
、
ク
ト
ゥ
ブ
は

敗
北
主
義
的
と
断
じ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
観
点
か
ら
「
ム
ス
リ
ム
は
最
初
は
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戦
い
を
制
止
さ
れ
、
次
に
戦
う
こ
と
を
許
さ
れ
、
後
に
侵
略
者
と
戦
う
よ
う

に
命
令
さ
れ
、
最
後
に
す
べ
て
の
多
神
教
と
闘
争
す
る
よ
う
に
命
令
さ
れ
た
。

（
中
略
）
ム
ス
リ
ム
に
戦
い
を
許
し
た
啓
示
の
中
で
ア
ッ
ラ
ー
は
、
腐
敗
を

一
掃
し
て
世
界
を
浄
化
す
る
た
め
、
ア
ッ
ラ
ー
が
定
め
た
法
に
よ
っ
て
人
々

を
互
い
に
撃
退
し
合
う
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
、
と
お
告
げ
に
な
っ
て
い
る
。

（
中
略
）
地
上
に
真
実
と
虚
偽
は
共
存
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
闘
争
は
一
時

的
な
局
面
で
は
な
く
、
永
遠
の
状
態
な
の
で
あ
る（

（（
（

」
と
し
て
、
聖
戦
を
状

況
・
手
段
限
定
的
に
捉
え
る
見
方
を
拒
絶
し
て
い
る
。

彼
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
以
下
の
よ
う
な
章
句
を
あ
げ
る
。

「
多
神
教
徒
が
皆
で
あ
な
た
が
た
と
戦
う
よ
う
に
、（
あ
な
た
が
た

も
）
皆
で
戦
え（

（（
（

」（
九
章
三
六
節
）

「
ア
ッ
ラ
ー
も
、
終
末
の
日
を
も
信
じ
な
い
者
た
ち
と
戦
え
。
ま
た

ア
ッ
ラ
ー
と
使
徒
か
ら
、
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
を
守
ら
ず
、
啓
典
を
受
け

て
い
な
が
ら
真
理
の
教
え
を
認
め
な
い
者
た
ち
に
は
、
か
れ
ら
が
進
ん

で
税
（
ジ
ズ
ヤ
）
を
納
め
、
屈
服
す
る
ま
で
戦
え（

（（
（

」（
九
章
二
九
節
）

「
戦
い
を
仕
向
け
る
者
に
対
し
（
戦
闘
を
）
許
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か

れ
ら
が
悪
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
は
、
か
れ
ら
（
信
者
）
を

力
強
く
援
助
さ
れ
る
。（
か
れ
ら
は
）
た
だ
『
わ
た
し
た
ち
の
主
は
ア
ッ

ラ
ー
で
す
』
と
言
っ
た
だ
け
で
正
当
な
理
由
も
な
く
、
そ
の
家
か
ら
追

わ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
が
も
し
、
或
る
人
び
と
を
外
の
者

に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
修
道
院
も
、
キ
リ
ス

ト
教
会
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
堂
も
、
ま
た
ア
ッ
ラ
ー
の
御
名
が
常
に
唱
念
さ

れ
て
い
る
マ
ス
ジ
ド
も
、
き
っ
と
打
ち
壊
さ
れ
た
で
あ
ろ
う（

（（
（

」（
二
二

章
三
九
～
四
〇
節
）

「
神
の
主
権
」
を
確
立
し
、
人
に
よ
る
人
の
支
配
を
廃
絶
す
る
。
こ
れ
が

「
聖
戦
を
布
告
す
る
に
十
分
な
理
由（

（（
（

」
で
あ
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
以
下
の
章

句
が
説
く
教
え
は
、
明
白
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
字
義
通
り
に
読
み
「
解
釈
を

必
要
と
し
な
い（

（（
（

」
と
ク
ト
ゥ
ブ
は
断
言
す
る
。

「
だ
か
ら
来
世
の
た
め
に
、
現
世
の
生
活
を
捨
て
る
者
に
、
ア
ッ
ラ
ー

の
道
の
た
め
に
戦
わ
せ
な
さ
い
。
ア
ッ
ラ
ー
の
道
の
た
め
に
戦
っ
た
者

に
は
、
殺
害
さ
れ
た
者
で
も
、
ま
た
勝
利
を
得
た
者
で
も
、
わ
れ
は
必

ず
偉
大
な
報
奨
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
は
ど
う
し
て
、

ア
ッ
ラ
ー
の
道
の
た
め
に
戦
わ
な
い
の
か
。
ま
た
弱
い
男
や
女
や
子
供

の
た
め
に
も（

（（
（

」（
四
章
七
四
～
七
五
節
）

「
不
信
心
の
者
に
言
っ
て
や
る
が
い
い
。『
あ
な
た
が
た
が
（
信
者
に

対
す
る
迫
害
を
）
止
め
る
な
ら
ば
、
過
去
の
こ
と
は
赦
さ
れ
よ
う
。』

だ
が
か
れ
ら
が
も
し
繰
り
返
す
な
ら
、
昔
の
先
例
が
既
に
あ
る
の
だ
。
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だ
か
ら
、
迫
害
と
奸
計
が
な
く
な
る
ま
で
、
ま
た
（
か
れ
ら
の
）
教
え

が
す
べ
て
の
ア
ッ
ラ
ー
を
示
す
ま
で
、
か
れ
ら
と
戦
え
。
だ
が
か
れ
ら

が
も
し
（
敵
対
を
」
止
め
る
な
ら
ば
、
本
当
に
ア
ッ
ラ
ー
は
、
か
れ
ら

の
行
う
こ
と
を
御
存
知
で
あ
ら
れ
る
。
か
れ
ら
が
も
し
背
き
去
る
な
ら
、

ア
ッ
ラ
ー
は
あ
な
た
が
た
の
守
護
者
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
。
何
と
よ
い

守
護
者
で
あ
り
、
ま
た
何
と
よ
い
救
助
者
で
あ
れ
る
こ
と
よ（

（（
（

」（
八
章

三
八
～
四
〇
節
）

ク
ト
ゥ
ブ
の
見
解
で
は
、
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
は
「
神
の
使
徒
か
ら
人
間
に

授
け
ら
れ
た
指
導
原
理
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
決
定
的
」
で
あ
り
、「
全
て

の
ム
ス
リ
ム
が
遵
守
す
べ
き
も
の
」
で
あ
っ
て
解
釈
の
余
地
は
な
い（

（（
（

。
ク
ル

ア
ー
ン
の
全
テ
キ
ス
ト
が
、「
ア
ッ
ラ
ー
の
一
言
一
句
」
で
あ
っ
て
、
普
遍

の
法
則
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
は
無
条
件
に
従
属
す
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
は
、「
人
間
の
生
活
を
万
物
と
調
和
、
一
致

さ
せ
る
た
め
に
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
」
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
解
釈
せ
ず
書

か
れ
て
い
る
通
り
に
理
解
す
べ
き
、
と
い
う
ク
ト
ゥ
ブ
の
ク
ル
ア
ー
ン
に
対

す
る
姿
勢
は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
原
理
主
義
者
の
主
張
と
い
え
る（

（（
（

。

三　

イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
主
主
義
の
両
立

こ
こ
か
ら
は
、
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
に
対
抗
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
リ
ベ
ラ
ル

な
立
場
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
主
張
を
見
て
い
き
た
い
。

ク
ト
ゥ
ブ
の
「
神
の
主
権
」
論
は
、
西
洋
の
政
教
分
離
原
則
、
世
俗
主
義
、

さ
ら
に
民
主
主
義
と
い
う
価
値
観
を
否
定
す
る
が
、
他
方
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
停
滞
と
い
う
現
実
か
ら
、
世
俗
主
義
を
一

部
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
試
み
が
為
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。
先
駆
的
事

例
と
し
て
、
一
九
二
五
年
、
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
政
治
思
想
家
ア
リ
ー
・
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
ー
ズ
ィ
ク
は
カ
リ
フ
制
の
正
統
性
を
否
定
し
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム

法
の
理
念
が
現
実
世
界
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
範
囲
と
そ
う
で
な
い
範
囲
が

あ
る
と
主
張
し
た
。
政
体
の
選
択
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
が
及
ば
な
い
範
囲
で
あ

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
市
民
が
民
主
的
政
体
を
樹
立
す
る
こ
と
は
神
学
的
に
認
め

ら
れ
る
、
と
い
う
主
張
は
物
議
を
か
も
し
、
エ
ジ
プ
ト
高
等
ウ
ラ
マ
ー
評
議

会
は
彼
の
ウ
ラ
マ
ー
位
を
は
く
奪
し
、
公
職
か
ら
追
放
し
た（

（（
（

。

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
ズ
ィ
ク
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
多
数
の
章
句
を
引
き
な
が

ら
、
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
は
現
世
に
お
い
て
政
治
的
権
力
を
追
求
す
る
こ
と
な

く
、
神
の
言
葉
を
伝
え
る
預
言
者
で
あ
ろ
う
と
し
た
、
と
主
張
し
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
権
威
は
政
治
的
権
威
で
は
な
く
精
神
的
権
威
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
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て
い
る
。
以
下
、
彼
が
挙
げ
た
章
句
の
一
部
で
あ
る（

（（
（

。

「
わ
た
し
は
ア
ッ
ラ
ー
が
御
好
み
に
な
ら
な
い
限
り
、
自
分
自
身
の

た
め
の
利
害
す
ら
自
由
に
出
来
な
い
。
わ
た
し
が
も
し
幽
玄
界
を
知
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
私
は
善
い
こ
と
を
増
し
、
ま
た
災
厄
に
会
わ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
只
の
一
人
の
警
告
者
で
、
信
仰
す
る
者
へ
の
吉

報
を
知
ら
せ
る
一
人
の
伝
達
者
に
過
ぎ
な
い（

（（
（

」（
七
章
一
八
八
節
）

「
だ
が
ア
ッ
ラ
ー
は
御
自
分
の
御
言
葉
に
よ
り
、
真
理
を
真
理
と
し

て
立
て
ら
れ
、
不
信
心
者
が
、
根
絶
す
る
こ
と
を
望
ま
れ
る（

（（
（

」（
八
章

七
節
）

「
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
あ
な
た
が
た
男
た
ち
の
誰
の
父
親
で
も
な
い
。

し
か
し
、
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
で
あ
り
、
ま
た
預
言
者
た
ち
の
封
緘
で
あ

る（
（（
（

」（
三
三
章
四
〇
節
）

世
俗
主
義
の
導
入
と
い
う
点
に
関
し
、
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
人
口
を

擁
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
国
民
の
九
割
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
り
な
が

ら
、
多
民
族
・
多
宗
教
国
家
と
し
て
世
俗
民
族
主
義
的
な
国
家
原
則
を
建
国

時
に
採
用
し
た
。
一
九
九
八
年
に
四
半
世
紀
を
超
え
る
ス
ハ
ル
ト
軍
部
強
権

体
制
が
倒
れ
た
後
、
民
主
主
義
国
家
の
道
を
歩
ん
で
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム

法
に
基
づ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
を
求
め
る
声
が
存
在
し
、
暴
力
に
よ
る
イ
ス

ラ
ー
ム
国
家
樹
立
を
め
ざ
す
武
装
組
織
の
テ
ロ
事
件
も
間
欠
泉
的
に
発
生
し

て
い
る
。

民
主
化
へ
の
模
索
が
続
く
国
情
に
あ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
立
大
学
ジ
ャ

カ
ル
タ
校
の
教
員
で
あ
る
ス
カ
ロ
ン
・
カ
ミ
ル
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
主
主

義
は
完
全
に
両
立
す
る
と
論
じ
る
。
民
主
主
義
が
内
包
す
る
多
元
主
義
、
合

議
性
、
自
由
、
人
権
等
の
価
値
観
を
イ
ス
ラ
ー
ム
も
共
有
し
て
い
る
と
い
う

の
が
カ
ミ
ル
の
見
解
で
あ
る
。

カ
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
中
に
お
い
て
、「
表
現
の
自
由
」「
結

社
の
自
由
」「
宗
教
選
択
の
自
由
」
が
法
と
し
て
規
定
さ
れ
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
民
主
主
義
は
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
元
々
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
倫
理
、
原
則
と
相
反
し
な
い（

（（
（

。
そ
し
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
民
主

主
義
と
相
容
れ
な
い
、
主
権
は
神
に
属
す
」
と
い
う
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
者
が
根

拠
と
す
る
以
下
の
章
句
に
つ
い
て
、
カ
ミ
ル
は
違
っ
た
読
み
方
を
提
示
し
て

い
る
。「（

祈
っ
て
）
言
え
。『
お
お
ア
ッ
ラ
ー
、
王
権
の
主
。
あ
な
た
は
御

望
み
の
者
に
王
権
を
授
け
、
御
望
み
の
者
か
ら
王
権
を
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
ま
た
御
望
み
の
者
を
高
貴
に
な
さ
れ
、
御
望
み
の
者
を
低
く
な
さ

れ
る
。（
凡
て
の
）
善
い
こ
と
は
、
あ
な
た
の
御
手
に
あ
る
。
あ
な
た

は
凡
て
の
こ
と
に
全
能
で
あ
ら
れ
る（

（（
（

』」（
三
章
二
六
節
）
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カ
ミ
ル
は
こ
の
章
句
を
、
神
で
は
な
く
人
間
自
身
が
自
己
判
断
、
自
己
決

定
に
よ
り
政
治
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
カ
ミ
ル
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
が
「
あ
な
た
が
た

の
主
が
天
使
に
向
か
っ
て
『
本
当
に
わ
れ
は
、
地
上
に
代
理
者
を
置
く
で
あ

ろ
う
。』
と
仰
せ
ら
れ
た
時
を
思
い
起
こ
せ（

（（
（

」（
二
章
三
〇
節
）
と
カ
リ
フ
制

を
想
起
さ
せ
る
箇
所
や
、「
言
っ
て
や
る
が
い
い
。『
真
理
は
あ
な
た
が
た
の

主
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
誰
で
も
望
み
の
ま
ま
に
信
仰
さ
せ
、
ま
た

（
望
み
の
ま
ま
に
）
拒
否
さ
せ
な
さ
い（

（（
（

』」（
一
八
章
二
九
節
）「
本
当
に
ア
ッ

ラ
ー
は
、
人
が
自
ら
変
え
な
い
限
り
、
決
し
て
人
び
と
（
の
運
命
）
を
変
え

ら
れ
な
い（

（（
（

」（
一
三
章
一
一
節
）
と
い
っ
た
人
間
の
自
由
意
思
に
関
し
て
言

及
し
た
と
解
釈
で
き
る
箇
所
を
示
す
。

そ
の
上
で
カ
ミ
ル
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ

ブ
の
著
作
が
読
ま
れ
、
ク
ト
ゥ
ブ
主
義
が
拡
散
す
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
ク

ト
ゥ
ブ
の
聖
典
解
釈
に
対
す
る
批
判
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ク
ト
ゥ

ブ
の
『
道
標
』
を
取
り
上
げ
、
ク
ト
ゥ
ブ
が
キ
サ
ー
ス
刑（

（（
（

を
「
選
択
」
で
は

な
く「
命
令
」
と
解
釈
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
従
わ
な
い
も
の
を「
カ
ー
フ
ィ

ル
」（
不
信
心
者
）
と
断
じ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
キ
サ
ー
ス
刑
を
適
用

す
る
か
否
か
は
社
会
的
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

カ
ミ
ル
の
議
論
は
、
非
民
主
的
な
ス
ハ
ル
ト
強
権
体
制
の
下
、
旧
態
依
然

と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
あ
り
方
を
思
想
的
に
問
い
直
し
た
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ

ジ
ッ
ド
や
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ッ
ド
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
の

延
長
線
上
に
あ
り
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
の
民
主
化
時
代
に
あ
っ
て
民
主

主
義
・
人
権
・
自
由
等
の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
視
点
か
ら

論
じ
る
新
世
代
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
主
張
に
連
な
り
、
民
主
的
な
市
民
社

会
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
果
た
し
う
る
貢

献
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

四　

上
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
批
判

次
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
市
民
活
動
家
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ム
ザ

フ
ァ
ー
の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
普
遍
性
を
め
ぐ
る
議
論（

（（
（

を
検
討
す
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

は
異
な
る
社
会
的
文
脈
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
系
、
中
華
系
、
イ
ン
ド
系
民
族
か
ら
成
る
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ

ア
連
邦
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
、
国
民
の
六
〇
％
強
を
占
め
る
多

数
派
で
あ
る
。
同
国
憲
法
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
連
邦
宗
教
と
定
め
る
と
同
時
に
、

他
宗
教
を
信
仰
す
る
自
由
も
保
証
し
て
い
る
。
ま
た
憲
法
は
別
の
箇
所
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
マ
レ
ー
系
住
民
の
定
義
の
一
つ
に
定
め
て

い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
強
い
指
導
力
で
マ
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レ
ー
シ
ア
を
中
進
国
へ
と
発
展
さ
せ
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
多
民
族
・

多
宗
教
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
マ
レ
ー
系
（
す
な
わ
ち
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
）
を
優
遇
す
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ー

ム
国
際
大
学
の
設
置
、
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
の
導
入
な
ど
上
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー

ム
化
政
策
を
断
行
し
た
。
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
、
こ
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
マ
レ
ー

系
優
遇
・
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
を
、
リ
ベ
ラ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
解
釈
の
視
点

か
ら
批
判
し
た
。

ム
ザ
フ
ァ
ー
の
意
見
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
普
遍
的
な
宗
教
で
あ
り
、「
特

定
の
民
族
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
優
遇
す
る
政
策
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
本
来
の
精

神
、
哲
学
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
ム
ス
リ
ム
、
非

ム
ス
リ
ム
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
自
ら
の
醜
態
を
曝
け
出
し
て
い
る（

（（
（

」。

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
地
元
民
（
＝
マ
レ
ー
系
住
民
）
を
優
遇
す
る
が
、
そ

れ
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
、
マ
レ
ー
系
と
非
マ

レ
ー
系
に
分
別
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
「
信
者
た
ち
は

兄
弟
で
あ
る
。
だ
か
ら
あ
な
た
が
た
は
兄
弟
の
間
の
融
和
を
図
り
、
ア
ッ

ラ
ー
を
畏
れ
な
さ
い（

（（
（

」（
四
九
章
一
〇
節
）
と
い
う
教
え
に
反
す
る
こ
と
に

な
る
。
民
族
や
家
系
に
よ
り
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
あ
い
だ
で
差
別
す
る
の
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
的
で
は
な
い
、
と
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
主
張
す
る
。

八
〇
年
代
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
高
等
教
育
機
関
に
学
ぶ
大
学
生
た
ち
の
あ

い
だ
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
高
ま
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム

復
興
」
現
象
や
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
」
に
基
づ
く
社
会
運
動
が
活
発
化
し

た
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
こ
う
し
た
学
生
た
ち
の

あ
り
方
が
真
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
の
か
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。「
な
ぜ
学
生

た
ち
は
政
府
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
容
認
、
支
持
す
る
の
か
」、「
ブ
ミ
プ
ト

ラ
政
策
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
全
体
性
、
普
遍
性
を
損
な
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
鈍

感
な
学
生
た
ち
は
、
本
当
に
イ
ス
ラ
ー
ム
回
帰
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
」、

と
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
問
う
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
が
、
公
正
を
重
ん
じ
、
抑
圧
と
腐
敗
に
反
対
し
、
社
会
的
弱

者
へ
の
思
い
や
り
の
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
、
以
下
の
ク
ル

ア
ー
ン
章
句
を
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
引
用
す
る
。

「
更
に
二
つ
の
道
を
か
れ
に
示
し
た
（
で
は
な
い
か
）。
だ
が
か
れ
は
、

険
し
い
道
を
取
ろ
う
と
は
し
な
い
。
険
し
い
道
が
何
で
あ
る
か
を
、
あ

な
た
に
理
解
さ
せ
る
も
の
は
何
か
。（
そ
れ
は
）
奴
隷
を
解
放
し
、
ま

た
飢
餓
の
日
に
は
食
物
を
出
し
て
、
近
い
縁
者
の
孤
児
を
、
ま
た
は
酷

く
哀
れ
な
貧
者
を
（
養
う
こ
と
）。
そ
れ
か
ら
信
仰
す
る
者
に
な
っ
て

忍
耐
の
た
め
に
励
ま
し
あ
い
、
互
い
に
親
切
、
温
情
を
尽
く
し
あ
う（
こ

と
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
は
右
手
の
仲
間
で
あ
る（

（（
（

」（
九
〇
章
一
〇
～
一
八

節
）「

あ
な
た
は
、
審
判
を
嘘
で
あ
る
と
す
る
者
を
見
た
か
。
か
れ
は
、
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孤
児
に
手
荒
く
す
る
者
で
あ
り
、
ま
た
貧
者
に
食
物
を
与
え
る
こ
と
を

勧
め
な
い
者
で
あ
る
。
災
い
な
る
か
な
。
礼
拝
す
る
者
で
あ
り
な
が
ら
、

自
分
の
礼
拝
を
忽
せ
に
す
る
者
。
見
ら
れ
る
た
め
の
礼
拝
を
し
、
慈
善

を
断
る
者
に（

（（
（

」（
一
〇
七
章
一
～
七
節
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
に
関
す
る
ム
ザ
フ
ァ
ー
の
観
察
で

は
、
多
数
派
で
あ
る
自
ら
の
権
利
の
み
を
主
張
し
、
少
数
派
の
権
利
を
顧
み

な
い
彼
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
は
、「
見
ら
れ
る
た
め
の
礼
拝
を
し
、
慈
善

を
断
る
者
」
で
あ
っ
て
、
真
の
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
な
い
。
圧
倒
的
多
数
を
占

め
つ
つ
、
少
数
派
で
あ
る
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
権
利
を
守
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
独
立
時
の
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
を
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
偏
狭
な
民
族
主
義
に
疑
問
を
呈
し
、
こ
れ
を
超
え
て
い

く
宗
教
で
あ
る
」
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
に
よ
る
上
か
ら
の
マ
レ
ー
優
遇
・

イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
に
疑
問
を
呈
し
た
ム
ザ
フ
ァ
ー
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
普

遍
性
に
基
づ
き
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
政
治
権
力
が
結
び
つ
く
こ
と
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ロ
ン
・
カ
ミ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・

ム
ザ
フ
ァ
ー
と
、
現
代
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
議
論
を
紹
介

し
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
と
し
て
、
彼
ら
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
ヌ
ル
ホ
リ
ッ
シ
ュ
・
マ
ジ
ッ
ド（

（（
（

は
、
神
が
定
め
た
宇

宙
の
法
則
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
無
限
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
間
が
イ
ス

ラ
ー
ム
法
を
全
て
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
、
と
以
下
の
ク
ル
ア
ー
ン
章
句

か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る（

（（
（

。

「
た
と
え
地
上
の
す
べ
て
の
木
が
ペ
ン
で
あ
っ
て
、
ま
た
海
（
が
墨

で
）、
そ
の
外
に
七
つ
の
海
を
そ
れ
に
差
し
添
え
て
も
、
ア
ッ
ラ
ー
の

御
言
葉
は
（
書
き
）
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
」（
三
一
章
二
七
節
）

そ
れ
で
も
人
間
は
神
の
定
め
た
宇
宙
の
法
則
を
知
り
、
理
解
し
よ
う
と
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
絶
え
間
な
い
模
索
の
た
め
に
、
神
は
人
間
の

み
に「
精
神
」「
理
性
」「
知
性
」
を
授
け
た
と
マ
ジ
ッ
ド
は
説
き
、
ク
ル
ア
ー

ン
を
理
解
す
る
に
は
、「
精
神
」「
理
性
」「
知
性
」
を
フ
ル
に
活
用
せ
ね
ば

な
ら
な
い
、
と
近
代
合
理
主
義
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
道
を
訴
え
た
。

五　

聖
典
解
釈
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て

『
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
編
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ル
ツ
マ
ン
は
、
近

現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
現
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
を
、
ク

ル
ア
ー
ン
と
ス
ン
ナ（

（（
（

に
基
づ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
と
の
関
係
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性
に
基
づ
い
て
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。

す
な
わ
ち
「
ク
ル
ア
ー
ン
や
ス
ン
ナ
そ
の
も
の
が
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
」
と

い
う
主
張
（「
リ
ベ
ラ
ル
な
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
）、「
ク
ル
ア
ー
ン
や
ス
ン
ナ

が
直
接
言
及
し
て
い
な
い
も
の
は
、
人
間
自
身
に
判
断
が
委
ね
ら
れ
る
と
い

う
主
張
（「
沈
黙
の
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
）、「
不
完
全
な
存
在
で
あ
る
人
間
が

全
知
全
能
の
神
が
授
け
た
ク
ル
ア
ー
ン
や
ス
ン
ナ
を
完
璧
に
理
解
す
る
の
は

不
可
能
で
誤
謬
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
常
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
は

様
々
な
解
釈
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
神
意
の
理
解
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
主
張
（「
解
釈
さ
れ
る
シ
ャ
リ
ー
ア
説
」）
で
あ
る（

（（
（

。

本
稿
で
紹
介
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
三
人
の
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識

人
、
カ
ミ
ル
、
ム
ザ
フ
ァ
ー
、
マ
ジ
ッ
ド
の
ク
ル
ア
ー
ン
に
対
す
る
姿
勢
を
、

ク
ル
ツ
マ
ン
の
分
類
法
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム

知
識
人
が
中
東
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
・
神
学
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
つ
つ
、

自
ら
の
置
か
れ
た
環
境
に
拠
っ
て
議
論
を
組
み
立
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。ク

ル
ア
ー
ン
や
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
動
に
、
自
由
、
平
等
、
権
力
の
説

明
責
任
、
公
正
と
い
っ
た
民
主
主
義
的
価
値
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す

る
カ
ミ
ル
の
議
論
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
に
分
類
し
う
る
も

の
で
あ
る
。

ク
ル
ア
ー
ン
は
全
人
類
に
向
け
た
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
民
族
、
血

族
に
よ
っ
て
人
間
を
分
け
隔
て
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
、
と
説
く
ム
ザ

フ
ァ
ー
も
ま
た
「
リ
ベ
ラ
ル
な
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
論
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

マ
レ
ー
系
住
民
優
遇
策
を
推
進
す
る
政
府
、
同
政
策
を
支
持
す
る
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
者
は
ク
ル
ア
ー
ン
を
創
造
的
に
解
釈
す
る
努
力
を
怠
っ
て
い
る
、
と

い
う
ム
ザ
フ
ァ
ー
の
主
張
に
は
、「
解
釈
さ
れ
る
シ
ャ
リ
ー
ア
」
論
の
要
素

も
見
え
る
。

そ
し
て
、
神
の
定
め
た
宇
宙
の
法
則
は
広
大
無
限
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人

間
に
向
け
て
語
ら
れ
て
い
な
い
事
象
、
も
し
く
は
人
間
に
理
解
が
困
難
な
事

象
も
多
く
存
在
し
、
こ
の
よ
う
な
神
が
直
接
人
間
に
語
っ
て
い
な
い
未
知
の

真
理
に
関
し
て
、
人
間
は
「
精
神
」「
理
性
」「
知
性
」
を
動
員
し
て
宇
宙
の

法
則
を
解
き
明
か
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
マ
ジ
ッ
ド
は
、「
沈
黙

の
シ
ャ
リ
ー
ア
」「
解
釈
さ
れ
る
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
的
に
ク
ル
ア
ー
ン
に
向

き
合
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
、「
沈
黙
の

シ
ャ
リ
ー
ア
」
説
、「
解
釈
さ
れ
る
シ
ャ
リ
ー
ア
説
」
の
い
ず
れ
も
が
、
聖

典
ク
ル
ア
ー
ン
を
創
造
的
に
解
釈
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、
イ
ス
ラ

─
ム
世
界
が
直
面
す
る
課
題
解
決
の
た
め
に
は
合
理
的
で
自
由
な
聖
典
解
釈

を
活
用
す
べ
き
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
に
お
い
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
や
他
の
啓
典
を
専
門
家
が
知

識
と
洞
察
に
よ
り
解
釈
し
、
結
論
を
導
き
出
す
行
為
を
、「
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
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ド
」
と
呼
ぶ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
史
に
お
い
て
、
自
由
な
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド
を

認
め
る
学
派
と
、
聖
典
解
釈
を
認
め
な
い
学
派
の
対
立
は
一
一
世
紀
か
ら
続

き
、
一
時
期
「
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド
の
門
は
閉
ざ
さ
れ
た
」
と
聖
典
解
釈
が

禁
じ
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

の
閉
塞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド
活
用
論
の
勢
力
が

強
ま
り
、
近
年
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
・
神
学
の
専
門
家
の
み
な
ら
ず
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
聖
典
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識

人
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド
実
践
学
派
の
系
譜
に
属
す

る
も
の
と
い
え
る
。

他
方
、「
ク
ル
ア
ー
ン
に
た
ち
帰
れ
」「
聖
典
を
字
義
通
り
読
め
」
と
い
う

「
原
理
主
義
者
」
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
の
主
張
は
、
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド

否
定
派
に
連
な
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
典

解
釈
と
対
置
し
て
み
る
と
、
ク
ト
ゥ
ブ
の
聖
典
解
釈
は
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス

ラ
ー
ム
と
正
反
対
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
リ
ベ
ラ
ル
と
同
様
に
「
聖
典
を

解
釈
す
る
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
神
の
主
権
」
論
の
根
拠
と
し
て
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
を
ク
ト
ゥ
ブ
は
挙

げ
る
が
、
そ
の
引
用
箇
所
の
選
択
は
意
図
的
で
、
リ
ベ
ラ
ル
が
引
用
す
る
ク

ル
ア
ー
ン
章
句
、
す
な
わ
ち
ク
ト
ゥ
ブ
の
議
論
と
相
性
が
悪
い
箇
所
を
あ
え

て
無
視
し
て
い
る
。

ク
ル
ア
ー
ン
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
多
様
な
教
義
の
中
か
ら
一
部
を
選
択
、

一
部
を
無
視
す
る
と
い
う
行
為
に
は
、
ク
ト
ゥ
ブ
が
自
説
を
補
強
す
る
た
め

の
判
断
が
加
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
聖
典
を
字
義
通
り
に
読
む
」
と
い

う
行
為
に
も
読
み
手
側
の
戦
略
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
聖
典
に
対
し
て

価
値
判
断
、
つ
ま
り
「
解
釈
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

聖
典
を
字
義
通
り
読
め
と
い
う
「
原
理
主
義
者
」
の
代
表
格
ク
ト
ゥ
ブ
の

聖
典
理
解
に
も
「
解
釈
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
神
の
絶
対
的
な

主
権
を
主
張
し
、
聖
典
に
対
す
る
人
為
的
な
解
釈
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
、
実
は
現
代
社
会
の
閉
塞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
現
状
変
革
を
求

め
、
聖
典
と
今
日
の
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
あ
り
様
を
つ
き
合
わ
せ
て
聖
典

を
解
釈
し
、
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
よ
う
と
い
う
点
に
置
い
て
、
原
理

主
義
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
に
共
鳴
す
る
部
分
も
あ
る
。

別
の
角
度
か
ら
見
て
み
た
い
。
原
理
主
義
と
保
守
主
義
は
混
同
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
原
理
主
義
は
保
守
主
義
や
伝
統
主
義
を
否
定
す
る
。
ク
ト
ゥ
ブ

の
認
識
で
は
、
人
が
人
を
支
配
す
る
体
制
、
す
な
わ
ち
宗
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の

時
代
を
除
く
こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
は
、
人
が
人
を
支
配
す
る
体
制
で
あ

り
、「
神
の
主
権
」
と
は
相
容
れ
ず
否
定
す
べ
き
存
在
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
歴
史
を
拒
絶
す
る
ク
ト
ゥ
ブ
は
、
歴
史
を
重
ん
じ
る
保
守
主
義
、
伝

統
主
義
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
聖
典
解
釈

を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
直
接
理
解
す
る

こ
と
を
阻
む
障
害
物
と
映
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
こ
に
お
い
て
、
従
来
の
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
ク

ト
ゥ
ブ
の
主
張
は
、
逆
説
的
に
革
新
性
、
超
モ
ダ
ン
な
性
格
を
帯
び
始
め
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
、
Ｇ
七
声
明
は
、
テ
ロ
と
の
闘
い
の
手
段
と
し

て
「
文
化
特
有
の
役
割
」
に
注
目
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
典
が
過
激

主
義
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
ク
ト
ゥ
ブ
思
想
に
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
と
共
鳴
す
る
要
素
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
着
目
し
て
、
ク
ト
ゥ
ブ
思
想
を
全
否
定
す
る
よ
り
も
ク
ト
ゥ
ブ
の
聖

典
再
解
釈
を
リ
ベ
ラ
ル
な
視
点
か
ら
「
再
々
解
釈
」
す
る
こ
と
で
、
そ
の
過

激
性
を
中
和
す
る
可
能
性
も
開
け
て
く
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

注（
1
）
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
テ
ロ
及
び
暴
力
的
過
激
主
義
と
の
闘
い
に
対
す
る
Ｇ
七
タ
オ

ル
ミ
ー
ナ
声
明
」
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
、http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/

m
ofaj/files/000259989.pdf

（
2
）
同
右

（
3
）
た
と
え
ば
藤
原
和
彦『
イ
ス
ラ
ム
過
激
原
理
主
義　

な
ぜ
テ
ロ
に
走
る
の
か
』
中
公
新
書
、

二
〇
〇
一
年
、
ｉ
頁
。

　

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
で
頻
出
す
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
主
義
」

と
い
う
用
語
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
複
雑
・
多
様
な
宗
教
を
単
純
化
し
、
暴
力
や
テ
ロ

リ
ズ
ム
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
安
易
に
結
び
つ
け
、
こ
の
巨
大
な
世
界
宗
教
へ
の
理
解
を
妨

げ
る
も
の
と
し
て
、
多
く
の
地
域
研
究
者
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｅ
・
サ
イ
ー
ド（
浅
井
信
雄
・
佐
藤
成
文
訳
）

『
イ
ス
ラ
ム
報
道
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
六
年
、
臼
杵
陽
『
原
理
主
義
（
思
考
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
）』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
小
川
忠
『
原
理
主
義
と
は
何
か　

ア
メ
リ
カ
、
中

東
か
ら
日
本
ま
で
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
山
内
昌
之
編
『「
イ
ス
ラ
ム
原
理

主
義
」
と
は
何
か
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
。

（
4
）
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
の
人
物
、
思
想
の
詳
細
に
つ
い
て
は
小
川
忠
『
テ
ロ
と
救
済
の

原
理
主
義
』
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
～
六
二
頁
参
照
。

（
5
）Charles K

urzm
an(ed.), Liberal Islam

: A
 Source Book, O

xford, O
xford U

ni-
versity Press, 1998

（
6
）
樋
口
美
作
他
編
『
日
亜
対
訳
・
注
釈　

聖
ク
ル
ア
ー
ン
（
七
版
）』
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
、

二
〇
〇
二
年

（
7
）
ク
ト
ゥ
ブ
研
究
者
ア
ー
マ
ッ
ド
・
マ
ウ
サ
リ
は
、『
道
標
』
で
ク
ト
ゥ
ブ
本
人
が
説
い
た

の
は
テ
ロ
と
暴
力
に
よ
る
即
時
国
家
転
覆
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
の
普
段
の
努
力
に
よ
る
社

会
・
政
治
体
制
の
変
革
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
ク
ト
ゥ
ブ
の
死
後
、『
道
標
』

が
ク
ト
ゥ
ブ
自
身
の
意
図
は
さ
て
お
き
、
行
動
主
義
に
よ
る
暴
力
革
命
の
書
と
し
て
読
ま

れ
た
事
実
は
否
め
な
い
。

A
hm

ad S. M
oussalli, R

adical Islam
ic Fundam

entalism
: T

he Ideological and 
Political D

iscourse of Sayyid Q
utb, Beirut, A

m
erican U

niversity of Beirut, 
1992, p.38.

（
8
）Sayyid Q

utb, M
ilestones, Cedar Rapids, the M

other M
osque Foundation, 

1981
（
9
）
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ（
岡
島
稔
、
座
喜
純
訳
・
解
説
）『
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の「
道

し
る
べ
」』
第
三
書
館
、
二
〇
〇
八
年

（
10
）
同
右
、
六
九
頁
。

（
11
）
同
右
、
七
〇
頁
。



36

「原理主義」と「リベラル・イスラーム」：聖典解釈をめぐる対立と近似性

（
12
）
同
右
。

（
13
）
同
右
。

（
14
）
同
右
、
六
二
～
六
三
頁
。

（
15
）
小
川
、
前
掲
書
『
テ
ロ
と
救
済
の
原
理
主
義
』、
四
五
～
四
六
頁
。

（
16
）
ク
ト
ゥ
ブ
、
前
掲
書
、
六
三
～
六
六
頁
。

（
17
）
同
右
、
七
四
頁
。

（
18
）
同
右
、
六
六
～
六
七
頁
。

（
19
）
同
右
、
七
八
～
七
九
頁
。

（
20
）
同
右
、
七
八
頁
。

（
21
）
同
右
。

（
22
）
同
右
、
七
八
～
七
九
頁
。

（
23
）
同
右
、
八
八
頁
。

（
24
）
同
右
、
八
六
頁
。

（
25
）
同
右
、
八
七
頁
。

（
26
）
同
右
。

（
27
）
同
右
、
一
〇
八
頁
。

（
28
）
同
右
、
一
一
三
頁
。

（
29
）
聖
典
を
「
字
義
通
り
に
読
み
、
解
釈
し
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
あ
れ
、
原
理
主
義
の
特
質
で
あ
る
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